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講義編 

分割で種ショウガが若返り， 

共育ちにより生育旺盛に 
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 種ショウガの保存は，難易度が非常に高いといわれます。収穫したショウガを貯蔵して翌春に

植えつけようとしても，冬のあいだにしわしわになったり，腐敗したりして，なかなかうまくい

きません。 

 そこで大抵の場合，種ショウガは購入することになりますが，国産品だと１㎏当たり 1１，０

００円を超えることも珍しくありません。種ショウガが高価なだけに，賢く使うことで，できる

だけ収量を増やしたいものです。 

 売られている種ショウガは，１片が１００～３００ｇほど。大きいほど養分が多く，育ちがよ

いと考えがちですが，それは勘違いというものです。大きな種ショウガをそのまま畑に植えて

も，収量はさほど増えません。茎葉の伸び出しが悪く，生育もゆっくり。種ショウガ自体の老化

も進んでいるため，突然花が咲いて，そちらに養分を取られてしまうこともあります。 

 収量アップの秘訣は，種ショウガを分割して，１個４０～５０ｇにすること。折り分けた刺激

で一種の若返りが起き，生育がよくなるのです。 

 種ショウガを小さくする方法は一般的な栽培でも行われることがありますが，栽培面積の限ら

れた家庭菜園で，さらに収量を増やす驚きのワザがあります。小分けにした種ショウガを単独で

植えずに３個合わせる「まとめ植え」です。 ネギやラッキョウなど単子葉植物（発芽時に最初

に出てくる葉（子葉）が２枚（双葉）ではなく，１枚だけの植物）は，苗や種球をまとめて植え

ると「共育ち」をして，互いに働け合い，生育が格段によくなることが知られています。ショウ

ガも，これらの野菜と同じ単子葉植物。まとめ植えすることで共育ちをし，収量がぐんと多くな

るのです。 

実習編 

種ショウガを４０ｇ程度に分割し， 

３個まとめて植えつける 
畑の準備 

植えつけの３週間前までに，完熟堆肥やポカシ肥など

を施し，よく耕しておく。 

種ショウガの準備 

ショウガは，品種によって大きさが異なり，「大ショ

ウガ」と「小ショウガ」に大別される。今回，神田青年

が栽培したのは小ショウガ系の在来品種。種ショウガは

刃物で切ると道管部が切断されて病原菌に侵されやすく

なるため，手で折って分割。１片４０ｇ程度にする。 

植えつけ 

「分割した小ショウガのまとめ植え」「分割前の大シ

ョウガ１個植え」「分割した小ショウガ１個植え」の３

パターンで，各３株ずつ植えて比較することにした。 
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報告編 

種シーウガは，割って， 

まとめて，植えるべし 
弟子 地上部の育ちが悪かった「分割ショウガ１個植え」ですが，立派な塊茎が収穫できまし

た。１株当たりの収量は少なかったのですが，もともと大きな種ショウガを３分割したもの。３

倍すると２，６４９ｇ，「大ショウガ１個植え」２，３７０ｇを超え，割っただけで収量が増えた

んですね。 

師匠 種ショウガを分割することで起こる「若返り」効果を実感できただろう。貯蔵中のショウ

ガでは，冬のうちに芽を出さないよう，発芽抑制ホルモンが作用している。このショウガを折り

分けると，ホルモンのバランスが崩れて若返りが起き，生育が一気に進むと考えられる。 

弟子 さらにびっくりしたのが「まとめ植え」により収量が増えたことです。地上部の育ちは大

ショウガ１個植えと同じようでしたが，収穫時に茎を数えると，まとめ植えは，大ショウガ１個

植えの３割増し。塊茎の総重量も，多くなっていました。 

師匠 種ショウガについていた芽には，うまく出なかったり，生育途中で枯れてしまうものもあ

る。まとめ植えと大ショウガ１個植えは，種ショウガの重さはほぼ同じなので，芽の数も同程度

だったはずだ。茎の数に差があったということは，分割とまとめ植えで，うまく育つ芽の数が増

えたことを示している。 

弟子 まとめ植えは分割ショウガを３個使い，収量は３，０８０ｇで，種ショウガからの総収量

への増加率は２５倍です。分割ショウガ１個植えの収量を３倍した２，６４９ｇ（増加率２２

倍）より多く，まとめることで収量がアップしたのがわかります。 

師匠 面積が限られた畑でも，まとめ植えなら小スペースですむ。

収量も増えて一石二鳥だ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

『やさい畑』（２０２０年４月春号） 


